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研 究 主 題

生徒 の学習意欲 を高 め、新 たな課題 を発見 し、追究 する

「総合的 な学習 の時間」 のあ り方 について

一 サ フ テ ー マ ー

ガイダ ンスの機能 に着 目 した初期段階 における生徒支援 の体制づ くり

1主 題設定の理由

「総 合 的 な学 習 の 時 間 」 で は、生 徒 が 自 ら学 び、 自 ら考 え る力 を 育 成 す る こ とを ね らい と

して い る。 そ して 、各 学 校 が 生 徒 や地 域 社 会 の 実 態 に応 じ、 創 意 工 夫 を 生 か した 教 育 活 動 を

展 開 で き るよ う にす る こ とが 求 め られ て い る。

生 徒 が興 味 ・関心 を 大 い に喚 起 で き る よ うな学 習 活 動 を展 開 す る た め に は、 教 師 自身 も豊

か な創 造 力 を 発揮 し、生 徒 一 人 一 人 の 自由 な発想 と個 性 を大 切 にす る姿 勢 を もち、 適 切 な支

援 を して い くこ とが必 要 と な る。 また 、 学 校 全体 と して の共 通 理 解 を 図 り、 「総 合 的 な学 習

の 時 間」 を組 織 的 ・計 画 的 に運 営 して い く必 要 が あ る。

しか し、 現 実 に は 「何 を や った らよい の か」 「時 数 配 置 や年 間 計 画 を ど の よ う に した ら よ

い の か」 な ど、 多 くの教 員 が 実施 にあ た り疑 問 や不 安 を 抱 いて い る。

また、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 につ い て、 い ろ い ろ な考 え が指 摘 さ れ て い る。 例 え ば、 「総

合 的 な学 習 の 時 間」 を生 徒 の 生活 に直 結 し、生 徒 の 生 活 を 生 き生 き と蘇 らせ る時 間 に した い

とい う考 え方 が あ る。 また 、 知識 の量 的 な 獲得 へ っ な が って いた 学 習 を 、 自然 や 他 者 と のか

か わ り合 い や文 化 的世 界 に触 れ な が ら、 本 来 の 「学 び 」 を 回 復 させ る時 間 に した い とい う考

え方 もあ る。 さ らに、 各 教 科 等 で学 習 して きた 内容 や学 習 方 法 を 、 相 互 にか か わ り合 う こ と

で実 際 の場 面 に生 か して い く、 知 の ネ ッ トワ ー ク化 や 知 の 総 合化 と い う考 え 方 もあ る。 他 に

は、 各 教 科 の学 習 内容 を 出発 点 と して 、 新 た な学 習 を 構 成 す る ク ロ ス カ リキ ュ ラ ム や横 断 的

な学 習 の時 間 とす る考 え 方 な ど もあ る。

この よ うに、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の実 施 に あ た って は、 教 員 に と っ て も生 徒 に と って

も不 安 材 料 の多 い ス ター トとな るが、 これ まで の学 校 観 、授 業観 、 生 徒 観 の 転 換 を図 りなが

ら、 学 校 教 育 目標 の達 成 や 「生 き る力 」 の育 成 に む けて 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 を実 践 して

い く こ とが大 切 で あ る。

そ の た あ に、 ま ず必 要 不 可 欠 な こ と と して、 教 員 の か か わ り方 や 支 援 にっ いて 、 ガ イ ダ ン

ス の機 能 に着 目 した初 期 段 階 に お け る生 徒支 援 の体 制 づ く りの研 究 を 試 み た。

皿 研究の概要

研 究 を進 め るに あ た り、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 に っ い て、 学 校 で は ど の よ う な こ とが 課

題 とな って い るの か を把 握 す るた め に ア ンケ ー トを 実 施 した。 ア ンケ ー ト結 果 か らは以 下 の

点 が明 らか とな った。

① 中学 校 教 育 に お い て、 「社 会 で 生 きて い く力 」 や 倫 理 観 ・道 徳 性 を 身 に 付 け る こ とが 大

切 で あ る、 とい う意 見 が多 数 を 占 め て い る。
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② 「社 会 で生 きて い く力 」 の育 成 を 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 に ど の よ うに展 開 して い くの

か、 は っ き り しな い。

③ 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 にっ いて の関 心 や 理 解 は あ るが 、 実 際 に 「だ れ が 」 「ど の よ う

に」 して い った らよ い の か 、疑 問 や 不 安 が あ る。

っ ま り、 生 徒 の学 習 意 欲 を 高 め る指 導 方 法 を 研 究 す る こと、 リー ダー シ ップ を 発揮 す る組

織 づ く りを研 究 す る こ とが必 要 で あ る と判 明 した。

そ こで、 私 た ち は次 の よ うな仮 説 を 立 て た。

仮 説

教 師及 び生 徒 相 互 の様 々 な 支 援 活 動 を 充 実 す る ことで 、生 徒 の学 習意欲 が 増 し、

自 己指 導 能 力 が 高 ま るの で はな いか。

そ して、以下 の方法 で研究 に取 り組んだ。

1「 総合的 な学習 の時 間」 における生徒支援 につ いての考え方 を明らか にす る ため に、 「総

合的な学習 の時間」 のカ リキ ュラムスタイル とガイダ ンスの定義付 けを した。

カ リキュ ラム スタイルについて は、学 習者(学 習主体 の単位)と 学習方法 とい う二つの面

か ら考 えてみた。 ガイ ダンスは、 今回の学 習指導 要領 の総則 において示 され て い るよ うに、

生徒 の自己実現 を進 める観点 か ら新 た に充実を求 め られ た機能で あ る。 「総合 的 な学 習 の時

間」 にお け る教員 の役割 を明確 にす るな らば、 ガイダ ンスにつ いての定義 を してお く必 要が

あると考 えた。

2学 校組織 と運営 にか かわ る点 について、教員 ア ンケー トの結果 をもとに具体 的な不安解消

の方策を明 らか に した。

多 くの不安 や疑問 は、解決 すべ き課題 と して具体的 に話 し合 っていか な けれ ばな らな い。

その たあ には、 まず推進役 にな る組織 づ くりが必 要で あると考え た。 そ して、 具体 的な導 入

に当た って の流れ を示 した。

3「 総合的な学習の時間」 における生徒支援 の流 れ と方法 につ いて、具体的 な方策 を例 示 し

た。

「総 合的 な学習 の時間」 において、生徒 が課題 を発見 し、課題 を追究 しぐ ま とめ、発 表す

るという各場面 ごとに、教員 の支援 は どうあ るべ きかを具体的 に示 した。 どの場面 にお いて

も、 ガイダ ンスの機能 の充実 に心掛 けた。

4生 徒 の 自由な発想 による課題の発見 を試 み、授業 の中で 「課 題の発見の ための支援」 の検

討 を行 な った。そ して、生徒の相互評価、教 師の評価 を含めた 「課題 の追 究 のた めの支 援 」

の指導 案を作成 した。

生徒 が課題を発見 して い くためには、探究心 をか りたて るよ うな様 々な体験 をす る必 要が

あ る。 そ して、 自由な発想 をお互 いに出 し合 う中で、気 が付 いたことや考 えたことをまとめ、

具体 的な課題が少 しずっ明 らか にな ってい るので はな いか と考え授業実践 を試 みた。

また、 自己評価や他者か らの評価 を繰 り返 す ことで、新 た な活動意欲 を生 み出す ことにっ

ないでい くこと も考え た。生徒 によ って課題 が異 な ることで、学習 スキルや社会 的 スキルを

どのよ うに習得 させ るか、今後 の研究 の上台 とな る部分 を考え た。
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皿 「総合的な学習の時間」 における生徒支援 についての考え方

1「 総合的な学習の時間」のカ リキ ュラム スタイル

「総合 的な学習 の時間」 のカ リキ ュラム編成 の形態 を考 え るとき、学 習者(学 習主体 の単

位)の 面 と学習方法 とい う二 っの面 か ら考 え ることがで きるといわれてい る。

(1)学 習者 の形態

学 習を進 め る単位 は学校、学年、学級、 グルー プ、個人単位 の ものが考 え られ る。そ して、

生徒 の発達段 階によ ってそれ らを どの ような割 合、バ ラ ンスで組 むかが重要 とな る。

(2)学 習方法 の形態

課題設定型(課 題性重視型)と 生徒 出発型(生 徒 の主体 性重視型)が 考え られ る。 これ に

ついて も、生徒 の発達段 階 に応 じたバ ラ ンスが大切 にな る。

ア 課題設定型(課 題性 重視型)

国際理解 、情 報、環境 、福祉 ・健康な どの横断的 ・総合的 な課題、地域や学校 の特色 に

応 じた課題 を学 校、学年 、学 級 と して設定 し、その範囲の中で個人を含む様 々な単位でテー

マに取 り組 む。

イ 生徒出発型(生 徒 の主体性重視型)

生徒 自身の興 味 ・関心 に基づ く課題 を個人 と して設定 し、取 り組

む。 自分 たちのわか り方 を、 自分 たちで表現 して い くとい う過程 を

大切 にす る学 習で ある。

課 題設定型 につ いて も、学習 の初期 の段階、入 り口において、学習

対 象 に大枠をっ けて いるが、学習 が進 む中で、 また最終的 には、生徒

個 々の個人的 なテーマに向か う形態へ と変化 して い く。 課題設 定型 、

生徒出発型 のいずれ の形態 に して も、生徒 に自分 自身 の興味 ・関心 に

基づ くテーマを見付 けさせ、問題意識 を もたせ る段階 を経 て、追究 で

きる環境が必要 となる。

「総合的 な学習 の時間」 の趣 旨か ら考 え、 その発展形態 は、学習者

の形態 と して は、学習集団 は大 きな ものか ら小 さな もの、最後 に は個

人へ、学習方法 と しては、大枠 を設定 された課題 か ら個人 で設定 す る

課題へ とい うものが求 あ られる。

2ガ イ ダンスの定義

ガイダ ンス とは、

運動 と して捉 え られた。 その後、様 々な指導領域(修 学 ・学業,

道徳性,健 康,進 路,

要 な教育機能 の一っ にな った。第二次世界大戦後、

な関係 になる(第 一法規 「学校教育相談 の理論 ・実践 事例 集No.50」

は、主 に特別活動 の進路指導 において、

圃

/・'

圏

発達段階に応じた学習者の形態例

アメ リカ合衆国 で始 ま り、初期段 階において は精神衛 生運 動や教育測定

個 人適 応,社 会 ・公 民性,

余暇)に 広 が り、教科指導 とともに重視 され、学校 と して の二つ の重

日本 に導 入 され、生徒 指導 と極 あて密接

よ り)。 ただ、 その後

ガイダンスの機能 は果 たされて いたが、 その他 の場

面で の充実 をあま り見 ることはで きていなか った。教育課程 審議会の答申や今回 の学習指導

要領 の総則 においては、生徒 の学校生活 への適応 や主体 的選 択、 自己実現の ために、学校 と
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して ガイダ ンスの機能の充実 に努 めるこ とを求 めて いる。 その背景 としては、①生徒 の実 態

への問題意識、②生徒 の社会性や人間性、③ 自分で意思決定 し、 自己責任 を負 うという社会

的要請の三っが ある。教育活動 として のガイ ダンスは、「生 きる力」 の根 底 に あ る自己指 導

能力 の形成 ・向上で あ り、他者 との関係 の中で自己を生 か し、実現 を図 り、 自己指導能 力や

態度 を形成 し、教科指導 における選択 や進路選択 とい う現実 的な課題 に対応 で きる力を育て

る ことといわれて いる。

新学習指導要領 において、学校 の教育活動全体 を通 じて ガイダ ンスの機能 の充実 を図 る こ

とが初 めて求 あ られた。学習 への意欲 や学 習におけ る目的意識 を喪失 し、 自分を見失 いがち

な生徒が見 られ る中で、生徒一人一人 の 自己実現 を進あ る観 点か ら、新 たに示 されたわけで

あ る。 ガイ ダンスの機能 の充実 を図 ることは、選択 や決定、主体的 な活動 に関 して、生徒 自

らが生 き方 を考 え行動 す る態度 や能力 を育 て る上 で重要 な意味を もっ こととなる。

今 までの教科指導 において は、仮 に教師か らの一 方的 な指導 によ って も、形態上 や表面上

は学習活動 を成立 させ ることは可能 であ った。 教科指導 の目標 に合 わせ ての活動 を教 師が指

導 す るとい う形 で行 えば、学 習 は成立 した。 しか し、「総合 的な学 習の時間 」 にお いて は、

目標 は生徒 個々 によって異 なってお り、教師 は生徒 の学習活動 とともに進 む立場 にあ る。 生

徒 の学 習活 動 に参加 す ることはで きるが、活動 の目的 に対 して導 く立場 で はない。 この よ う

な学 習 にお いて は、教 師 は指導者 と してで はな く、 ガイ ダンスの機能 を もった存 在 と して の

役割 を果たす必要が ある。

ガイダ ンスにつ いて は、特 に学習 の初期段階 での導入 と して位 置付 けることもある。ただ、

「総合的 な学習 の時間」 の 目的や内容 にっ いての説 明 はオ リエ ンテー ションとして位 置付 け、

この オ リエ ンテー ションもガイ ダンスの一部 と捉 えてみ る。課題追 究 に向 けた出発時 の課題

設定、動機付 けのみで な く、 その後 の学習過程 すべての場面 での教 員 のかかわ りをガイ ダン

スと考え、次 のよ うに定義付 けを してみた。

ガ イ ダ ンス と は、 具 体 的 に は、 生 徒 が 自 ら課 題 を み つ け、 解 決 で き る よ う、 オ リエ ン

テ ー シ ョ ンや 課 題 追 究 の た あ の適 切 な情 報 提 供 や案 内 ・説 明、 活 動 体 験 、 各 種 の 指 導 ・

援 助 ・相 談 活 動 な どを 、 学 校 と して 組 織 的 ・計 画 的 に進 め て い くこ とで あ る。

す な わ ち、 ガ イ ダ ンス と は、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 に お け る教 師 の 役 割 の 主 要 な 部 分 を

占 あ る もの と捉 え た。 ゆ え に 、 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 の流 れ の 中 に は 、 い くつ も の ガ イ ダ

ン スが あ る こ と とな り、教 師 は それ らを 場 面 ご とに組 織 的 ・計 画 的 に行 う必 要 が あ る。

「総合的 な学習 の時間」 の流 れ(具 体 的な ガイダ ンス)

① オ リエ ンテー シ ョン

②問題提起 ・課題設定

③課題設定 の下調 べ

④問題解決 の計画

⑤資料収集

⑥ スキルの学 習

⑦ 中間報告

⑧相互評価 とそれを受 けて の修正

⑨課題追究

⑩ まとめ

⑪ 報告書作成 ・

プ レゼ ンテー ション

⑫発表会

⑬研究の総括

⑭相互評価

⑮自己評価

⑯新たな課題の発見
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IV学 校運営 と組織

1「 総 合 的 な 学習 の 時 間」 に 関 す る ア ンケ ー ト調 査 の結 果 とそ の考 察

研 究 を進 め る に あ た り、 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 に 関 す る教 員 の意 識 に つ い て 、 次 の よ う な

ア ンヶ 一 ト調 査 を行 っ た。 対 象 は研 究 員 の所 属 す る9校 の教 員 で あ る。(回 答 数154)

*「 総 合 的 な学 習 の 時 間 」 は 「総 合 」 と し、1.2.7.10.11.12の 質 問 は 「複 数 回答 可」

と した。

1.あ なたは中学校教育において、生徒がとのようなことを身に付けることが大切だとお考えですか。

ア、知識 ・技能(93名)ア

イ,倫 理観 ・道徳性(104名)イ

ウ,健 康 。体力(54名)ウ

エ
エ.社会で生きていく力(110名) オ

オ.その他(6名)020406080

2,あ なたは平成12年度以降、中学校教育において特に力を入れていかなければならないとお考えになるものはとれですか。

193

ioa

110

i

154i1
i

=コ6 i

Boa

1131

Isis

Il・

39

121

コ3

120

ア,教科の学習(131名)

イ.選択教科(19名)

ウ,特別活動(17名)

エ,道 徳(39名)

オ,総合的な学習の時間(21名)

カ,その他(3名)

3,あ なたは「総合」に関心がありますか。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

0 20406080100120

4,あ なたは「総合jについてとの程度理解していると思われますか。

140

ア,か なりある(22名)

イ,あ る程度ある(72名)

ウ,少 しある(44名)

エ,ほ とんどない(19名)

ウ

5,「総合」についての現在の先生ご自身のお気持ちをお答え下さい。

ア,かなり理解している(6名)

イ,ある程度理解している(58名)

ウ,少し理解している(65名)
ウ

エ.ほんとど理解していない(27名)

6.あ なたは「総合」を実施するに当たって

オ ア

疑問や不安に思うことはありますか。ア,積 極的にやりたい(19名)

イ,や りたい気持ちはあるがどうやっていいのかわからない(48名)

ウ,決 まってしまったことだから仕方ないのでやる(51名)

エ,や りたくない(18名)

オ,そ の他(19名)

エ ア

17.338

イ

イ

7,あ なたは「総合」を実施するに当たり、とんなことが課題になると思われますか。
ア
イ
ウ

ェ
オ
カ
キ
ク
ケ

コ
サ
シ

ス

イ

ア.あ る(147名)

イ,な い(7名)

4.5

『

95.5

ア

ア.教師の意識(58名)イ.教 師の共通理解や連携(86名)

ウ.教師の指導(支援)の方法(71名)エ,カ リキュラム作り(60名)

オ,評価の方法(44名)カ,地 域との連携(57名)

キ.教育課程の編成(時間割)(62名)ク.教 材の開発・作成(58名)

ケ,生徒指導上の問題(47名)コ,校 内外の施設(50名)

サ,予算(42名)シ,生 徒・保護者の意識(44名)ス .その他(2名)

158

618

171

1 60

ias

62

157
1

158

147

150

142

ias

コ2

0102030405060708090100
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8,あ なたは「総合」を推進するに当たって、「推進委員会」のような組織は必要だと思いますか。
イ

16.

ア,はい(119名)

イ,いいえ(24名)

9.8で アとお答えになった方は、とのようなメンバーで構成したらよいと思われますか。

83.2
ア

○チーフ+各学年1(2)名 ○チーフ+教科主任 ○教務主任(研修主任)+各 学年1(2)名 ○教頭+チーフ+教務主任+学年主任 ○管理職+事務+各学年1名

○教科主任+分掌主任 ○管理職+教務主任+各学年1名+生 徒会担当 ○研修主任+学年主任+教務主任+生活指導主任 ○適性のある人

など様々な意見があったが、各校の実態に応じて考えるべきであろう。

10.あなたは「総合」を展開する際の視点として示されている3つのうち、とれに取り組んでみたいですか。

ア,国際理解、情報、環境、福祉。健康などの横断的・総合的な課題(69名)

イ,生徒の興味・関心に基づく課題(46名)

ウ,地域や学校の特色に応じた課題(49名)

11,10のアで示した横断的・総合的な課題の中では次のとれに取り組んでみたいですか。

ア

イ

ウ

691

1妬
:

i49

01020304050607080

ア,国際理解(33名)

イ,情報(22名)

ウ.環境(60名)

エ,福祉・健康(42名)

12.あなたが具体的に「総合」でやってみたいと思われることはとんなことですか。
ア

イ

ウ

エ
オ

カ

キ

ア

イ

ウ

エ

唱

iso

133
…

izz
「

:

}42i

010203040506070

ア.自然体験(50名)イ,ボ ランティア活動(45名)

ウ,ものづくり体験(41名)エ,調 べ学習(33名)

オ,職場体験(60名)カ,郷 土学習や地域に根差した活動。体験(53名)

キ,その他

33

60

145
,

141
艦

133

153

=コ5i

010203040506070

13.その他であなたが現在、「総合」について考えておられること、感じておられることがありましたら、お書き下さい。

○取り組んでいけばいろいろ効果がありそうですが、何からどうやって手を着けたらいいか、今勉強中なので、まだまだこれからだと思います。

○教科の基礎・基本をしっかりと身にっけ、その上に立った「生き方」を考えられる「総合」に取り組んでいきたいと思う。そのために、各校の実態に即した単元構成・

年間カリキュラムを教師の創意工夫をこらして作り上げていくことだと思う。

○基礎学力がっかなければ「考える力」「調べる力」がっかないと思うので、基礎学力をしっかり定着させることができるかどうか非常に心配。

○各教科の基礎・基本の内容の充実・定着を推進し、このことを土台にガイダンス・支援の体制をどう作り上げるかを考えていく必要がある。

○生徒が興味を持って取り組むための導入が特に大事だと思う。そのためには「総合」をやるためだけの会議(話し合い)が必要ではないか。

○生徒の実態によって実施が厳しい場合があると思う。 ○教師の意識が高まっていないのが心配。 ○教師の理解のギャップが大きい。

【ア ンケ ー トの 結 果 か ら】

ア ンケ ー ト1の 結 果 か ら も見 て取 れ る よ うに、 い わ ゆ る 「生 き る力 」 が 必 要 だ と考 え て い

る教 師 が 多 い。 しか し、 そ の 「生 き る力 」 と 「総 合 」 が まだ は っ き りと結 びっ い て い な い現

状 が あ り、 逆 に、2や13の 結 果 な どか ら も、学 力低 下 に拍 車 が か か る ので は な い か とい う危

惧 を抱 いて い る教 師 が多 い。 ま た、 多 くの 教 師 が 「総 合 」 にっ いて の関 心 や理 解 が あ る程 度

進 ん で い る よ うで あ るが、 実 際 に 「だ れ が 」 「ど の よ うに」 推 進 し、 支 援 して い っ た らよ い

か と い う こ とに な る と、 ま だ まだ 暗 中模 索 の状 態 と言 え る。 具 体 的 な課 題 と して は、 教 師 の

意 識 や 共 通 理 解 ・指 導(支 援)の 方 法 ・カ リキ ュ ラム ・地 域 社 会 との連 携 な どを あ げて い る
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教 師 が 多 い。 以 上 の こ とか ら、 ほ とん どの 教 師 が疑 問 や 不安 を も って い る中 で 、 そ れ らの課

題 を解 決 して い くた め、 まず推 進 役 にな る組 織 を作 り、 そ こが 中心 に な って 企 画 ・推 進 して

い く こ とが非 常 に大 切 で あ る と考 え た。

2「 総 合 的 な 学習 の 時 間」 の 実施 に お け る 不 安解 消 の 方 策

ア ンケ ー トの結 果 か ら も分 か る よ う に、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の実 施 に あ た って 、 多 く

の教 師 が疑 問 や不 安 を感 じて い る こ とが わ か る。 そ れ らは① 「実 際 に どのよ うに授業 を導入 ・

展 開 を して い くか」 とい った対 生 徒 の課 題 、② 「どの よ う に共 通 理 解 を して、 組 織 づ く りを

して い くか」 とい った教 職 員 内 の課 題 、 ③ 「家 庭 や地 域 社 会 と、 どの よ うな協 力 関 係 を 築 い

て い くか」 とい った対 校 外 の課 題 に大 別 す る こ とが で き る。 そ こで、 私 た ち は 「総 合 的 な学

習 の 時 間」 を ス ムー ズに導 入 して い くた め の具 体 的 な 方策 にっ い て検 討 し、 以 下 の よ うに考

え た。

図1は 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 導 入 の流 れ を示 した もの で あ り、 総 合 的 な学 習 の 時 間 の 名

称 決 定 ま で は、 早 め に行 って お く必 要 が あ る。 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の よ うな 、 今 ま で の

形 式 に と らわ れ な い新 しい学 習 を導 入 す るた め に は、 「学 校 と して そ れ を ど う位 置 付 け 、 ど

の よ うに実 施 して い くか」 とい った話 し合 い を十 分 時 間 を か け て行 い 、全 教 職 員 が 共 通 認 識

を す る必 要 が あ る。 そ の た め に も学 年 の枠 を越 え、 全 校 的 な視 野 で 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」

を進 め て い く推 進 役 を組 織 の 中 に位 置 付 け て い くの が効 果 的 で あ る。

推 進 役 に は包 括 的 ・組 織 的 な動 きが必 要 で、 企 画 ・調 整 ・渉 外 の3っ の役 割 を 分 担 して 進

め て い く。 そ の た め に も、 学 校 規 模 に もよ るが、 で きれ ば校 内分 掌 内 に設 置 し専 属 的 に仕 事

が 行 え る よ うにす る こ とが 望 ま しい。

「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の導 入 に お い て は、 ど の よ うな単 元 構 成 を して、 どの よ う な年 間

計 画 で 実 施 して い くか に不 安 が集 中 しが ち で あ る が、 初 め か ら完 全 な ものを求 め よ う とせ ず、

大 まか な計 画 だ け を立 て 、 生 徒 の実 態 に応 じて計 画 を常 に変 更 して い く柔 軟 性 と、 生 徒一 人

一 人 の能 力 に応 じた ゴー ル フ リー の気 持 ち を もっ こ とが大 切 で あ る
。 そ の た め に も計 画→ 実

施 → 評 価 を 繰 り返 して 、 そ れ ぞれ の学 校 に あ った 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 を創 り出 して い こ

う とす る こ とが 必 要 で あ り、 活 動 の 流 れ と生 徒 へ の 場 面 ご との 支 援 以 降 は毎 年 繰 り返 して い

く。

また 、教 職 員 の学 校 観 や 授 業 観 、 生 徒 観 を転 換 して い か な い限 り 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」

の 理念 や 目的 を達 成 す る こ と は難 し く、 教 職 員 の 共 通 認 識 、 共 通 理 解 さ え きち ん とで きて い

れ ば ス ムー ズな導 入 が可 能 と な る。 そ の 為 に も推 進 役 が 中 心 と な り、 図2に 示 した よ う に、

教 職 員 の意 識 改革 を進 め 、 協 働体 制 を 確 立 して い くこ とが 必 須 で あ る。

改 善 の ポ イ ン トの 中 で特 に教 科 指 導 に お け る基 礎 ・基 本 の確 実 な定 着 は 重要 で あ り、 必 修

教 科 だ け で な く、 選 択 教 科 の拡 大 ・充 実 が求 め られ る。 ま た、 教 科担 任制 を とる中学 校 で は、

教 科 や学 年 の壁 が知 の総 合化 に対 して大 きな 障害 とな る。 そ れ を 取 り払 うた あ に も、 他 教 科

の理 解 と自教 科 の開 放 は必 須 で あ る。 さ らに、 従 来 まで の授 業 ス タ イ ル と は異 り、 教 え込 む

こ とか ら共 に学 ん で い く とい った ス タ ン スに意 識 改 革 して いか な けれ ば な らず 、 そ の た め に

も教 職 員 自身 の生 活 体 験 を充 実 させ 、 趣 味 や特 技 な どを生 か して い け る よ うにす る こ と も大

切 で あ る。
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図1「 総合的 な学習の時間」導入 の流 れ

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 目 的 を 確 認
1)自 ら課題を見つけ、自ら考え、主体的に判断 し、よりよく問題を見付け解決する資質や能力を育てる。
2)学 び方やものの考え方を身に付け、問題解決や探究活動に主体的 ・創造的に取 り組む態度を育て、 自己の
生き方を考えることができるようにする。

推 進 役 の 決 定

.[歪亘] .[調整]
・教員としてかかわれること

やってみたいことの調査
・生徒の意識調査
・生徒の実態,学 校課題の検

討

・学校施設の調査 ・検討 ・整備案作成
・教具 ・校具の調査 ・検討 ・整備案作

成
・学校図書,視 聴覚 情報機器の調査 ・
検討 ・整備案作成
・予算案作成,検 討
・時間割案の作成,検 討
・評価方法,通 知表案作成
・実施へ向けての研修計画案作成

.[翻 コ
・家庭の意識調査
・家庭,地 域社会への啓発
・校内,地 域の自然環境把握,
安全点検
・校外施設の調査,検 討 ・活
用案作成
・地域人材活用 システム案作

成

1 1

囹岡岡1
総合的な学習の時間についての

疑 問,不 安 な ど の 話 し合 い
疑問、不安は整理 して、その場で担当者を決あて調査,後 日発表

囹 ↓
11自 校 で 育 て た い 生 徒 像 を 共 通 理 解

囹 ↓
一人一人の教職員が総合的な学習の時間で

や っ て み た い こ と を 自 由 に 発 表

囹
1

↓ 囹 圃 岡 ,

単元 ・学習活動内容の検討,決 定

活動の枠(学 年 ・学級 な ど)の 決定

教 職 員 へ の は た ら き か け

意識改革=学 校観 ・授業観 ・生徒観の転換

b4

協働体制の確、Z
f
1総 合的な学習の時間の名称決定1

↓*図2へ
十

i
i

課 題 設 定 型

国際理解,環 境 福

祉 ・健康,情 報など横

断的 ・総合的な課題
地域,学 校の特色に

応 じた課題

生 徒 出 発 型

興味 ・関心に基づく課
題

オ リエンテーション

課題発見

学習計画づくり

調べ方

発表の しかた

評価

新たな課題の発見

` 1

囹 岡 岡.
活動の流れと生徒への
場面ごとの支援を考える

(

囹1当 該学年など1↓

1年 間を通 しての単元配置の決定1

囲圏1
岡, 「

年 間 オ リエ ン テ ー シ ョ ン

企 ・生徒への啓発
企 ・「総合的な学習の時間」趣旨
'11・年間活動計画

→

*図4へ

[家 庭 へ の 説 明,は た らき か け1

↓*図3へ
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これか らの学校 は、地域の教育 機関 と して家庭や地域社会の要請 に応 じて、各学校 の判断

によ って特色 のあ る教育活動を 自主的 ・自律的 に展開す る必要が あ り、家庭 や地域社会へ の

説 明責 任を もつ。 また、教育活動を学校だ けで抱え込むので はなく、家庭や地域社会 と分担 ・

連携 を してい く必要 もあ 図2教 職員へのはたらきかけの流れ

る。 その点 にお いて も図 §改善のポイン ト

3に 示 した ような方法で

推進役 が中心 とな り、学

校、家 庭、地域 社会の三

者 で学 ぶ 「総 合的な学習

の時間」を展開 して い く

ことが重要 であ る。

実施 時 にお ける推 進役

の役割 は、図4に 示 した

ように教職 員への支援 に

徹 し、直接 生徒への指導

をす る教職員が スムーズ

に授業 がで きるよ う、諸

条件を整え ることにある。

以 上の よ うに 「総合的

な学 習の時間」 の実施 の

不安を解消するためには、

推進 役を分掌内 に位置付

け校内の組織づ くりをす

るとと もに、教職員 の意

識改革を進 あて い くこと

が重要で ある。

・抱え込み意識からの脱却
・生活体験の充実
・専門性,趣 味,特 技,持 ち味の発展
・他から学ぶ姿勢,共 に学ぶ姿勢
・現状理解と改革への意欲
・マニュアルからの脱却***
・ティーチャーからモチベーター,ナ ビゲーター,プ ロンプターへ
・教え込みから支援へ
・ゴールフリーへの発想
・2つ の壁(教 科,学 年)の 打破
・学校組織の活性化
・学年協働への責任感と参加意欲
・全校的視野(他 教科の理解と自教科の開放)
・新 しい指導体制,知 の総合化
・学校間の交流
・生徒の多様化の認識と伸長
・教科指導における基礎 ・基本の確実な定着

§改善の具体化

教 職 員 の 意 識 の 改 革

協

・余暇を利用 した自己啓発
・地域活動への積極的参加
・家庭 ・地域社会との懇談
・授業公開と授業アンケー トの実施
・家庭 ・地域社会へのアンケー トの実施
・校外研修の共有化
・校内研修の活性化
・授業研究
・授業協力
・教職員の資質 ・能力が発揮できる組織づくり
。年間指導計画の読み合わせ
・T .T.(異 教科を含む)の 推進
・異種校や他校との懇談,授 業交流 ・連携
・選択教科の拡大,充 実
・少なく教え、確実に習得させる授業への転換
・成就感 ・達成感が得られる授業 ・活動への転換
・生徒と過ごす場や時間の拡大
・生徒一人一人についての相互理解(情 報の共有化)

働 体 制 の 確 立

図3家 庭 へ の説 明 、 は た ら きか け の流 れ
*モ チベ ーター:課 題 に対す る問題点の発見,問 題解決 のための

構想,研 究手順 などや る気 を起 こさせる人

家 庭 ・地 域 社 会 へ の ガ イ ダ ン ス

家庭 ・地域社会の啓発
総合的な学習の時間の趣旨説明
協力依頼

*ナ ビゲ ーター:実 践活動 にお いて意見や考 えを くみ取 り前向

な指針を与え、支援す る人

*プ ロンプター:連 携,協 力,意 見調整,情 報交換 をお こない

援助や励 ま しをおこなう人

教職研修98年10月 増刊 「創意 を生かす新教育課程 の編成 ・

実施 ・評価」 よ り

i

1外 部 情 報 の 収 集 ・整 理1
)寺

家庭 ・地 域 社 会 へ の

周 知,参 加 呼 び か け
近 隣 機 関,施 設 へ の

授 業 協 力,参 加 依 頼
壷

1授 業 協 力 の お 願 いiレ
ウ

1地 域 情 報 の 収 集1
ウ

1学 習 成 果 の 発 信,共 有1
1

」 人 材 バ ン ク の 作 成1
壷

1外 部 講 師 の 依 頼1
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図4「 総合的 な学習 の時間」 におけ るガイ ダ ンスの流 れ

年 間 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

国圃圏 図
,図 、

国國 圏
「「

一■ 巳 ■.■ 」 ■ ■

教

職

員

へ

の

支

援

●

支

援

の

再

評

価

.........

K卜 一

一一個

..o.幽 画 昌 昌 一

L■ 一 一r

生

徒
ト(一 一一

へ

の
囑 霜 一 一

ガ

i《 一一一

イ

ダ

■ ■ ■ ■

ン

ス

i

・i

i
…

一 一 一)

一 一}■ 層

課題の発見
課題発見のための体験学習
1

)発 想 ・思考の整理

1
課題案の設定

(

,

学

習

ス

キ

ル

の

習

得

ぐ ・一 一 一

・ 一 一 一 鋸

噛 ■ ■ ■ ■一 一 ■ ■

教

職

員

へ

の

支

援

●

支

援

の

再

評

価

o・.・ ・ ■o・ 魑

↓
課題案の発表
↓
課題案の評価,再 検討(
1
課題決定

F「

課題の追究
課題追究の見通 し,方 法の検討
1

》課題追究案の設定
(

)

1
課題追究案の発表
y

-.課 題追究案の評価,再 検討 ぐ一
1

課題追究案の決定
1

1
課題追究活動,課 題追究のための体験

課題追究過程の共有化(中 間発表)喝

一 一 一 レ

ー 一 一 一

一 一 一 レ

.一 一 一

「1

●o● ●

情情情表

報報報現

収処発の

集理信方

ののの法

方方方

法法法

まとめ

薩難 轡討
レ効果的なまとあ方の検討

1
まとめ案の決定

噌

}《…
1
まとめ案の評価,再 検討
1

レ

発表準備 ぐ

「「

レ 発表
表現活動

学習成果の学び合い

(

再i
…

響一一一

評i

i

一 一 一 一 ■ )

「「

新たな課題の発見
自己評価

他者か らの評価

反省

新たな課題の発見

i価
…
一 一 一

.__..1

レ

ー 一 一 一 「

i

一11一



V「 総合的な学習の時間」における生徒支援の流れと方法

各 場 面 ご とで教 職 員 が行 う具体 的 な生 徒 支援 の 方 法 に つ いて ま とめ る と、以 下の よ うに な る。

な お、 学 習 の スキ ル に 関 して は必 要 に応 じて繰 り返 し習 得 させ る と よ り効 果 的 で あ る。

課 題 の 発 見
課題発見のための体験学習

↓
発想 ・思考の整理

↓
課題案の設定

↓
課題案の発表

↓

課題案の評価、再検討

↓
課題決定

学習のスキル例 一
・情報収集の方法

・図書館の利用方法

・情報機器の操作

と活用方法

支 援 に つ い て
→ ○探究心 をか りたて る体験 をす ることによ り課題意

識 を持て るよ う工夫す る。

○ ビデオ、 スライ ドや資料 の提示 を し課題意識 を も

たせ るよ う工夫す る。
→ ○ アイデアを 出 し合 い、 その中で 自分 の課題 を見付

けさせ る。

(KJ法 や ウ ェビング(Web))
→○具体的 な内容で あるか、課題設定 に無理はないか、
一人一人確認す る

。

○副題 をつ ける と課題 がい っそ う明瞭 にな ることも

ア ドバイスをす る。
→○聞 き手 の生徒 には、気付 いた ことや考 えた ことを

メモさせる。

○質疑応答 をさせなが ら、他 の生徒 の意 見な ど も取

り入 れ、 よ り具体 的な課題 の設定 がで きるよう助

言 す る。
→○他者 か らの評価 を もとに、 自己評価 を させて再度

課題案 を検討 させ る。

○評価 を もとに、各 自の課 題を決 定す る。

生徒 によ って は再度 、思 考を整理 させ深 ま りや具

体性 のあ る課題 を設定 させて い く。

→○自主的に課題を追究 しようとする意欲を育てる。

畢

課 題 の 追 究
課題追究の見通 し、方法の検討

社会 的 スキルの例 一
・言葉遣 い

・礼状 の書 き方

・服装 、行動 面な ど

↓
課題追究案の設定

↓

課題追究案の発表

↓

課題追究案の評価、再検討

↓

課題追究案の決定

↓

課題追究活動、課題追究のための体験

支 援 に つ い て
→0追 究 内容や具体的な取 り組み方を明確 に させ る。

○具体 的 に追究がで きるよ う、資料 など もで きるだ

け多 く提示す る。

○準備す る もの にっ いて は、生徒 自 らが考 え準備 す

るよ う指導す る。

○校外で追究活動 をす る場合 の注意事項 を確認する。

○課題追究 のためのスケ ジュール(行 動計画書)を 、

立案 させ る。
→○生徒 によ って、課題 へのアプ ローチの仕方 は多種

多様で ある ことに留意 して、課題 の追究 方法を ま

とあさせ る。
→○ さまざまな追究 の仕方 があ ることを学 ばせ る。

○ 「調べ ること」「研究 す るこ と」 な ど につ いて具

体的 に発表 させ る。
→○他者 か らの評価 を もとに、 自己評価を させて再度、

追究案 を検討 させ る。

○評価 を もとに、各 自の追究 の仕方 を決定す る。生

徒 によ っては再度、課題追 究案を検討 させ る。
→○追究活動 が意欲 的に行え るよ うア ドバ イスを して

い く。
→○ ゆ とりを もって取 り組 む ことので きる時間 を保障

してい く。
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学習 のスキル例 …
・情報 の活用方法

・図書館 の利用方法

・情報機器 の操作

と活用方法
・フィールドワークの方法

↓
課題追究過程の共有化(中 間発表)

○追究 の内容 が深 まるよう、 ア ドバイスを してい く。

○失敗 を、 いかに生 きた教 材 にす るか工夫 をこらす。

○実 際に体験 したか らこそ理解で きることが ある こ

とに気付 かせ る。

○追究活動 の変更 をす る場 合 は、再度追究案 を検討

させてい く。

→ ○生徒 は互 い に研究 内容 につ いて、 ア ドバ イスを し

合 い、 さらな る活動 に向 けての内容や計画 の修正

に役立 て る。

畢

ま と め

課題追究の評価、再検討

↓
課題追究の深化

↓
効果的なまとめ方の検討

↓

学 習 の スキ ル例 一一

・情 報 の活 用 方 法

・レポ ー トの書 き方

・メデ ィア講 習会

(OHP/ビ デオ/コンピュータ)
・情 報 発 信 の方 法

支 援 に つ い て
→○他者か らの評価をもとに、自己評価をさせて再度、

追究活動や計画を検討させる。
→○新たな問題意識や動機づけを行い、追究活動がよ

り深 まるようなア ドバイスをしていく。

○追究活動の途中で、行きづまってしまうことも多
い。その時は生徒同士の意見交流の時間をとるな

どして、追究の見直 しをはかる。
→○調査 ・取材活動では視聴覚機器の活用や、表現活

動ではOHP,VTRの 使用と図示やグラフ化な
ど相手 に効果的に伝わる方法を検討す る。

○追究活動を説明するビデオを上映 したり製作 した
ものを展示すると効果的である。

○さまざまな機器については、生徒がす ぐに利用で
きるよう準備を しておく。

まとあ案の決定

↓
まとめ案の評価、再検討

↓
発表準備

→ ○他 の人の まとめ案 にっ いて も参考 に してい く。

→○他者か らの評価を もとに、自己評価をさせて再度

まとめ方を検討させる。
→0自 らの課題追究の成果が分か りやすく、明確に伝

え られるよう工夫させる。

畢

発
表現活動

学習成果の

学び合い

表

学 習 の スキ ル例 一一

・情 報 発 信 の方 法

・プレゼンテーションの方 法

・討論、話 し合いの方法

・ディベー トのルール

支 援 に つ い て
→ ○ さまざまな発表方法が ある ことを知 り、個性 的な

学 習を尊重 し、見守 り、励 ます ことに留意 す る。

→ ○他 の人 の発表 を聞 き、気付 いた ことや考 えた こと

を まとあさせ る。

畢

新たな課題の発見
自己評価

他者からの評価

反省

新たな課題の発見

支 援 に つ い て
○ 評 価 の ポ イ ン ト(目 的 に応 じた追 究 が な され て い

]
→ るかなど)を 説明 し自己評価をさせ他者か らの評

価を参考に反省をさせてい く。

○良さを認め評価の仕方に心掛ける。
→○新たな課題の発見へとっなげてい く。
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M実 践例

1「 総 合 的 な 学 習 の 時 間」 に お ける ガ イ ダ ン ス と単 元 学 習 の流 れ

オ リエ ンテ ー シ ョン … 「「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の 目 的 や1年 間 の授 業 計 画 の説 明」

↓

ll課題 の発則1… … 「課題 発見の ための体験学習」

↓ 「発想 ・思考の整理」(「総合的な学習の時間」 指導案①)

↓ 「課題案 の設定、発表」(「総合的な学習の時間」指導案②)

↓ 「課題案 の評価、再検討」

↓ 「課題の決定」

i課 題 の追 究ll… … 「課 題 追 究 の見 通 し、 方 法 の検 討 、 設 定 、 発 表 、 評 価 」

↓(「 総合 的な学 習の時 間」指導案③)

↓ 「追究案 の再検討、決定」

↓ 「追究活動、(課 題追究 のための体験 、実験、観 察、調 査)」

↓ 「課題追究過程 の共有化(中 間発表)」

團 「効果的なまとめかたの検言寸、決定」

↓ 「ま と め案 の決 定 」 「ま とめ案 の評 価 、再 検討 」 「発 表 準 備 」

國 「表現活動」
↓ 「成 果 の 学 び あ い」

ll新たな課題 の発見1… 「自己評価」「他 者か らの評価 の検討」「反省」 「新 た な課 題 の発 見」

2「 総 合 的 な学 習 の 時 間」 指 導案 ①

(1)単 元 「課 題 の発 見 」

(2)単 元 設 定 理 由

「課題 の発 見」 の た め に 「わ た しの住 ん で い る町 」 と い うテ ー マを 設 定 した。 この テ ー マ

は、 「地 域 」 「環 境 」 「福 祉 」 な ど生 徒 の身 近 な生 活 と結 び っ きや す い 課 題 で あ り、 意 欲 的 に

取 り組 む こ とが で き る課 題 で あ る。 また 、 生徒 一 人一 人 が 意 欲 的 に課 題 解 決 学 習 に取 り組 め

るよ うに、 この テー マ に基 づ き 「課 題 の 発 見」 「課 題 の追 究 」 「発 表 」 「ま と め」 と い う 「総

合 的 な学 習 の 時 間」 に お け る ガ イ ダ ンスの 流 れ に沿 って 学 習 を進 めて い く。 特 に、 初 期 段 階

の 「課 題 の発 見」 の授 業 で は、 「わ た しの住 ん で い る町 」 とい う言 葉 を キ ー ワ ー ドと して 、

生 徒 一 人 一 人 が、 自由 に発 想 し、 自分 の 興 味 ・関心 が あ る事 柄 に気 付 き、 これ か ら取 り組 む

課 題 を発 見 す る方 法 を理 解 させ 、 生徒 が 意 欲 的 に 「課 題 の追 究 」 の授 業 へ 進 ん で い く よ う に

展 開 す る。

(3)本 時 の ね らい 「発 想 ・思 考 の 整 理」

① 生 徒 一 人 一 人 が 自由 に発想 し、 自分 の 興 味 ・関 心 が あ る 事柄 に気 付 き、 課 題 を 発 見 す る

方 法 を理 解 す る。

② ト レー ニ ングを通 して 、 発想 す るお も しろ さ を経 験 し、 思 考 を整 理 す る技 能 を学 ぶ。

③ 他 の生 徒 の 発 表 を 聞 き、 メ ッセ ー ジ カ ー ドを通 して 、 学 習 に参 加 す る態 度 を養 う。
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(4)準 備 す る もの

① イ メ ー ジ ト レー ニ ングペ ー パ ー

イ メ ー ジ ト レー ニ ング用 の記 入 用紙 。 使 用 方 法 は、一 つ の キ ー ワ ー ドか らス ター トして

連 想 言 葉 の 「輪 」 を 完成 させ る。 目的 は、一 っ の言 葉(キ ー ワ ー ド)か ら連 想 す る こ とに

よ り、 生 徒 の発 想 す る力 を活 発 に す る こ とが で き る。 本 時 で は、 各 班 で1枚 の イ メ ー ジ ト

レー ニ ン グペ ー パ ー を 使 用 す る。 話 し合 いな が らイ メ ー ジ トレー ニ ング ペ ーパ ー を や る こ

とに よ り、 一 人 一 人 が取 り組 む よ り も短 時 間 で 完 成 で き る。

②Webカ ー ド

板 書 す るか わ りに 、 マ グ ネ ッ ト付 きの カ ー ドに生 徒 の発 言 した言 葉 を記 入 して黒 板 に貼

るカ ー ド。 活 用方 法 は、生 徒 の 発 言 した言 葉 を カ ー ドに記 入 し、 黒 板 に貼 って い く。 そ の

言 葉 か ら連 想 した こ とを 別 の カ ー ドに記 入 し、 そ れ らを線 で 結 ん で い く。 記 入 した言 葉 を

マ ジ ックで 色 分 けす る こ と に よ り、 第1段 階 ・第2段 階 ・第3段 階(ま た は 、 枝 ご と に色

分 け す る)と 見 や す く関 連 性 の あ る言 葉 ごと に区 別 す る こ とが で き る。 これ は、 ウ ェ ビ ン

グ とよ ば れ 、 生徒 の 発 想 を 生 か しな が ら、 生 徒 自身 が思 考 を整 理 す る方 法 の 一 つ と して 有

効 な もの で あ る。

③ ワー ク シ ー ト

「私 の 課 題BEST3・ 選 ん だ理 由」 「今 日の 授 業 の 感 想 」 を 記 入 す る。 完 成 したWeb

を参 考 に して 、 自分 が 興 味 ・関 心 の あ る言 葉 を第3位 まで順 番 を付 けて選 び記 入 す る。 第

3位 まで 順 位 を付 け る こ とに よ って 自分 が選 ん だ理 由 を深 く考 え る よ うにな る効 果 が あ る。

「今 日の授 業 の感 想 」 は、生 徒 が 本 時 の 授 業 に意 欲 的 に取 り組 む こ とが で き た か ど うか 評

価 す る資 料 と して 活 用 で き る。

④ メ ッセ ー ジカ ー ド

発 表 を聞 い た生 徒 が、 発 表 した生 徒 に対 して 、 「よ か った点 」 な ど を 記 入 す る用 紙 。 本

時 で は、 無 記 名 で1枚 の用 紙 に5人 分 が記 入 で き る よ うに した。 授 業 終 了 後 、 発 表 した生

徒 に一 人 一 人 の メ ッセ ー ジを切 り取 って渡 す こ とが で き る。 メ ッセ ー ジカ ー ドを記 入 させ

る こ とに よ って、 発 表 す る生 徒 の発 言 を 集 中 して聞 くこ とが で きる。 また、 メ ッセ ー ジカ ー

ドに よ って、 発 表 した生 徒 は 自分 の 「よか っ た点 」 を発 見 す る こ とが で きた り、他 の 生 徒

か ら課 題 に つ い て の ア ドバ イ スを受 け る こ とが で き る。 そ の結 果 、 ク ラ スの生 徒 同 士 が お

互 い に他 人 の意 見 を 尊 重 し、 よ い人 間 関 係 を育 て る こ とが で き る。

(5)前 時 の指 導 「課 題 発 見 の た め の 体験 学 習 」

① 学 校 の 周 辺 に班 ご と に コ ー スを き め、 見 学 しなが ら歩 く。 見 学 して、 自分 た ちが 気 付 い

た こ と、 興 味 の あ る こ と を発 表 しあ う。

② 生 徒 一 人 一 人 が 、 通 学 路 で 見 か け る建 物 や風 景 に つ い て作 文 を っ く り、 お 互 い の作 文 を

発 表 しあ う。

③ ス ライ ド ・ビデ オ を使 って、 自分 の住 ん で い る町以 外 の 町 の 風 景 を見 て 、 自分 た ち の住

ん で い る町 につ いて 考 え る。

④ 地 域 コー ミン グを行 う。 個 人 や班 で地 域 に 出 か け、 目的 別 に ゴ ミを収 集 す る。 そ の 後 、

収 集 した ゴ ミを分 析 し、 そ の調 査 結 果 を ク ラ スで 発 表 しあ う。
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(6)本 時 の展 開 「発 想 ・思 考 の 整 理 」

導

入

15
分

展

開

25

分

ま

と

め

10
分

学 習 内 容

*学 習目標の説明

*イ メ ー ジ トレー ニ ン グ

*課 題を見っける練習

学 習 活 動

(予想される生徒の反応)

「課題の見つけ方を勉強 しよう」

*班 ごとに連想 し、配布 されたイメー

ジ トレーニ ング用紙 に記入す る。

*班 ごとに、発表 する。

「わた しの住 んでいる町」をキーワー

ド(中 心 の言葉)と して、発想する。

〔予想 される生徒の反応〕

図書館

体育館

温 水 プール

ゴ ミ処理場

(清掃工場)

温水 高層団地

地下鉄の車庫

デパ ー ト 映画館 スーパー
△△△ ○○

大根

銀杏

*自 分の課題を見っ ける。

*自 分 の課題BEST3と そ の

理由を発表す る。

*発 言が途切れ る。

*発 言が止 ま らない。

*ワ ーク シー トに自分 の課題BEST

3と その理 由を記入す る。

〔予想 される生徒 の反応〕
*自 分の課題が一っ も見っか らない

生徒が いる。

*他 の生徒 の発表 を聞 き、 メッセー

ジカー ドに記入 す る。

支 援 上 の 留 意 点

(評 価 の 観 点)

*自 由に連想 し、発表 で きた

か。(評 価)

(方法:班 ごとの記入用紙で評価)

*す べての発言を肯定的に受

け止める。

*つ なが りが わ か る よ うに

Webカ ー ドに記 入 して黒

板 に貼 る。線 で結 びっ きを

表す。

*自 由 に発想で きたか。

(評価)

(方法二発言した生徒の数を記録)

*各 自の課題の確認

*授 業の感想

*さ らに発言が進 むよ うに助

言す る。
*Webの3番 目が 出 た く ら

いで止 め る。

*ワ ー クシー トを配布す る。

*Webを 参 考に して、興味 ・

関心 のあ る言葉 を選 ぶ よ う

に助言 す る。

*課 題 が見 つか らな い生 徒 に

は、見 っか らな い理由 を記

入 す るよ うに指 示す る。
*見 っか らな い理 由 を聞 き、

理 由を肯定的 に受 け止 める。

*ワ ー ク シー トに授 業 の感想 を書 く。

*メ ッセー ジカー ドを配布 し、

発 表者の よか った点が伝 わ

るように記入 させ る。

(支援)

(方法・授業終了後発表者にメッセージカードを手渡す)
*他 の生徒 の発表 を聞 くこと

がで きたか。(評 価)

(方法:静かに注目することができたか)
*メ ッセージカー ドが記入 で

きたか。(評 価)

(方法:巡 回して確認する)

*課 題 の 見 っ け方 を理 解 す る

こ とが で き たか 。(評 価)

(方法・ワークシートを回収して確認する)

*意 欲 的 に参 加 す る こ とが で

き たか 。(評 価)

(方法ニワークシートを回収して確認する)

一16一



(7)考 察

本 時 で は、 ガ イ ダ ンスの 流 れ に お け る課 題 の発 見 に お い て、 発 想 ・思 考 の整 理 の 在 り方 を

課 題 と した。 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 の 初 期 段 階 な の で 、 特 に生 徒 の 興 味 ・関 心 を 大 い に 喚

起 で き る よ うな指 導 の工 夫 が 重 要 と考 え た。 ま た、 一 人 一 人 の生 徒 の 自由 な 発想 と個 性 を大

切 にす る教 師 の姿 勢 が 大 切 と と らえ た。 そ して、 生 徒 の 発表 活 動 とそれ を通 して の相 互評 価、

及 び それ を もと に 自 己評 価 を行 い、 自主 的 に課 題 を追 究 す る意 欲 を 育 て る こ と を め ざ し た。

導 入 部 で は、 自由 に発 想 す る楽 しさを 体験 し活 発 な 活動 を 促 す た め 、 イ メ ー ジ トレー ニ ン

グ ペ ーパ ー を活 用 した授 業 を展 開 した。 事前 の 予想 で は、 連 想 の 輪 の 作 成 は、 生 徒 一 人 で は

難 しさ を感 じる場 合 もあ るの で はな い か と考 え 、班 に よ る活 動 と した。 班 活 動 の 中 で コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンを取 り合 い な が ら、 発想 を 膨 らます 活 動 が み られ た。 しか し班 とい う集 団 に よ

る活 動 の た め、 個 人 の意 見 が十 分 に取 り入 れ られ たか と い う点 で は、課 題が あ った と感 じる。

展 開 部 の課 題 を 見 つ け る練 習 と して 、 「私 の住 ん で い る町」 を キ ー ワ ー ドとす る ウ ェ ビ ン

グ(Web)の 手 法 を活 用 した。 そ の 際 の 留 意 点 と して 、 生 徒 の発 想 の プ ロ セ ス は 個 性 的 で 、

独 自な もの で あ り、 そ の生 徒 の 感 性 にか か わ る もので あ る と教 師 は認 識 す る こ とが あ げ られ

る。 そ の こ とで 、生 徒 に は どん な こ とを 発 想 して もよ い とい う安 心 感 が生 まれ 、 課 題 の発 見

の大 きな エ ネル ギ ー にな る と考 え た。 教 師 の姿 勢 と して は、 生 徒 の発言 を肯 定 的 に受 け止 め、

励 ま しの言 葉 か けを 大 切 にす る教 育 相 談 的 な かか わ りを重 視 した。

授 業 で は、 活 発 に 自分 の 発 想 を発 言 し、 意 欲 的 に参 加 す る生 徒 の 姿 勢 が 多 く見 られ た。 特

に 「公 園」 や 「集 合 住 宅 」 か らの発 想 は教 師 の予 想 を は るか に上 回 る広 が りを みせ た。 また

「老 人 」 な ど今 日的 な課 題 に結 び 付 く可 能 性 の あ る言 葉 も発 想 で きた。 生 徒 の 発 想 の 中 に は、

教 師 が 取 り上 げ る に は、 躊 躇 して しま い そ うな もの もあ るが 、 その 時 こ そ教 師 の上 記 の 姿 勢

が 問 わ れ る と考 え る。

課 題 の 発 見 で は、 生 徒 が 選 ん だ言 葉 に順 位 とそ の 理 由 を 付 け る ことで 、 自分 の選 択 に 自信

を も ち、 生 徒 に主 体 性 と学 習 意 欲 が で て きた。 実 際 に イ メ ー ジ しや す い か らか、 生 徒 の 多 く

は身 近 な項 目 を選 ぶ 傾 向が 強 く、 生 徒 の課 題 に対 す る切 り口 を ど の よ うに 支援 す るか が 、 今

後 の一 っ の課 題 と な る と考 え る。

発 表 に対 す る メ ッセ ー ジで は、 肯 定 的 な 内 容 の メ ッセ ー ジを送 る とい う条 件 を 出 し、 相 互

評 価 を通 して人 間関 係 を良 好 に しな が ら、 次 へ の モ チ ベ ー シ ョンを高 め る試 み を 図 った。 生

徒 の記 述 に は 「良 い ア イ デ ァ だ っ た」 「夢 が あ って い い」 な どの 発 言 が み られ た 。 ま た 「他

者 の良 い所 を見 っ け るの が大 変 だ っ た」 と い う発 言 もあ った。 ガ イ ダ ンス を通 して 、 他 者 理

解 の指 導 や 支援 を積 み重 ね て い くこ とが 重 要 と考 え る。

授 業 の感 想 で は、 多 くの 生 徒 が 「楽 し く意 欲 的 に取 り組 む こ とが で きた」 とま とめて い る。

じ っ く り と取 り組 む 時 間 の 確 保 を望 む 記 述 もあ った。 多 くの 内容 を一 時 間 で行 った た め 、慌

た だ し くな った の は否 め な い。 今 後 の課 題 と して、 指 導 内容 を 再 検 討 し、 授 業 構 成 ・配 分 時

間 な どを 吟 味 す る必 要 が あ る。
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(資 料1)生 徒 の 「イ メ ー ジ ト レ ー ニ ン グ」

一
猛
,一 一 一 一 一 ● 鱒 ・__一

髄脚

　 コロロロ　
の図の空欄に、前の言葉から連想でぎる貫葉鶴

番に入れて・連想言葉のr輪 」を完成させよう!1
謬一 岬曽剛 酬 一開■用園一順 層一謬一 」一 ■醐 岬 開一■隔 ■亀画」

(写真1)Webカ ー ドを黒板に貼 る

瞬 禦 難 ・ 賜 ■鵬

(資 料2)生 徒 の 「メ ッ セ ー ジ カ ー ド」(1)

メ ッ セ ー ジ カ ー ド ■

r, さんへのメッセー ジ

;

ミへ いrは 、篭 ヘセ 滝る の を いいfiヤ → 足 施,`」

●良かっr_.ae見 っけて2入 しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド2

〔 1 fん へのメッセージ

イx → な1輝 亀っ ま、ス マ い い ヒ 匙 ・・、†=

■畠かったae卿 つけてP入 しよ 弓

メ ッ セ ー ジ カ ー ド3

〔 】 さんへのメッセージ

9-1,→ ぐ い い乾 帆tデ ヒ.e・.ト

.良かつたqを 見つけてR入 しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド4

〔 】aん へのメ ッセージ

生 徒 の 「メ ッ セ ー ジ カ ー ド」(2)

3桶 い、襟 梅 智 蝋 いい娘1奇11♂U世 う ヒ臥 ユ焦 ...

■良か った点 つけてuし よう

生 徒 の 「メ ッ セ ー ジ カ ー ド」(3)

メ ッ セ ー ジ カ ー ド ■
メ ッ セ ー ジ カ ー ド ■

〔 ⊃
m
さんへ のメッセージ

ζ

おtし3い 亀δ・iシ で亀、舳 、fτ ビ君 。

零良かった点 を見つfiてE入 しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド2

メ ッ セ ー ジ カ ー ド3

〔
cl〕 さん
へのメッセージ

糠 ぐ2、 い セ い ハ、馳亀い い ・7い5の てWJけ ピ 焼. こhい.マ

い う イメー デ セa・13しr,。

O良 かった蔵を見つけて記入しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド4

工卜4AlTは れ 、il5Ynレ 凸'い,τ い た の マ'.え ゲ人 た'凸

}望由 司、・・ムhり'リ δ い ㍉

(1 aん へのメッセージ

;

・元 気oぐ 巳 ゐ、った
.且.・ ■....

.良 かつr_de見 つけて2入 しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド2

c 1 さん へのメ7t一 ジ

預気りご節 ・,汽P

・gか つた点を見つけて紀入しよう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド3
r

〔laん へのメッセージ

懸 な1-Aを 調 ぐろ。は.融 燃 工㌦、・簾 毒 、●唱

.良 かつf_.QE見 っfiてEaし よう

メ ッ セ ー ジ カ ー ド4
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(資 料3)生 徒 の 「ワ ー ク シ ー ト」(1>

ワ ー ク シ ー ト 一.

私 の 課題BEST■ 三 中

私 の繰 題3EST2光 力枇 公風
庸

私 の 課 題BEST3つ ン ヒ明こ

選 んだ理 由

1三 中力v好{主た勃・弓。

・ 光紐 姻 広くて.剰 、耐

3た 《tん商品 力脇 ろガ味α≒ム煮 コ=:髭徽)

今 日の 撰 業 の感 想

今日.1-Aヒ 、、ち、凸 捗所 から来マ〈†ゴゴ・た 先 生 お と土受麦...

.之して い搬 盈 殿 しz.t・ゆ ・静 す・

、呪 長く感姉 才多嶽 すか纐 ・.ち・姻 日の後 翫.

..とても灌 ぐ柔紘 た鍛'儲 す・ま知 礁 をかいカY'

生 徒 の 「ワ ー ク シ ー ト」 ②

漏 たら卸三ヤリた いで す。礁 。・の緩 灘 舜ノ"'し■)

ワ ー ク シ ー ト

私 の課題BEST■

私 の課 魍3EST2

私 の 謀閥BEST3

3中

コ ン ヒ"ニ ー
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3

(1)

(2)

「総 合 的 な学 習 の 時間 」 指 導 案 ②

単 元 「課 題 の発 見 」

単 元 設 定 理 由

前 時 で 生 徒 が 関 心 を も った キ ー ワー ドを 「だ れ が 」 「何 を」 「いっ 」 「ど こ で 」 「な ぜ 」 「ど

うや って ・ど う した ら」 の5WIHの 観 点 か ら考 え させ 、 自分 の 課 題 案 に っ い て 検 討 す る。

(3)本 時 の ね らい 「課 題 案 の 設 定 ・発 表」

① 自分 の課 題 につ い て具 体 的 に 「何 を 追 究 す る」 の か 考 え課 題 案 を 発表 す る。

② 他 の生 徒 の意 見 を参 考 に各 自の課 題 案 を決 定 す る。 生 徒 に よ って は再度 課題 を検 討 す る。

(4)準 備 す る もの

① ワー ク シー ト 「i深題 に つ い て考 え よ う」 … … 生 徒 の追 究 課 題 を 具 体 的 に 整 理 した り、

考 察 した りす る た め に使 う。

② 前 時 の 授 業 で 使 ったWebカ ー ド

(5)本 時 の 展 開 「課 題 案 の 設 定 ・発 表 」

導

入

展

開

学 習 内 容

*学 習 目標の説 明

*「 課題 について考 え

よ う」

学習活動(予 想 される生徒の反応)

*前 時 の授業 で生 徒が 発表 したWeb

カ ー ドを黒板 に はりこの言葉 を もと

に 「だれが」 「何 を」 「いっ」 「ど こ

で」 「なぜ」 「どうや って ・どう した

ら」 の5WlHの 観点 か ら考 え られ

る ことを発表す る。

(予想 される生徒 の反応)

支援上の留意点(評 価の観点)

*本 時間のね らい、流れ にっ い

て教師が説明をす る。

*教 師 は1っ のキ ーワー ドの中

に追究 す る課題 が い くっ もあ

ることを気付 かせ る。

*1っ のキー ワー ドの中 に追究

す る課題 がい くっ もあ ること

に気付 くことが で きたか。

(評価)(方 法:発 言 した生

徒 の数 を記録)

大根 は 「だれ」 が作 り始 めたのだ ろ う?

「いっ」 か ら食べて いるんだ ろう?

「どこで」 「どのよ うな」 大根 が作 られているんだろう?

「なぜ」青首大根 は首 の ところが緑色 なのだ ろう?

「ど うや って」大根 を作 るのだ ろう?

*「 自分 の課題 につ い

て考え、発表 しよう」

*各 自で前時の授業で選んだ3っ のキー

ワー ドにつ いてそれ ぞれ5WlHの

観点か ら思 いっ くことを考 え、 ワー

ク シー トに記入す る。

*自 分 の課題 にっ いて調べた り

考 えた りす る際の観点 をた く

さん見 っけることができたか。

(評価)(方 法:巡 回 して確 認

す る)
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*自 分の課題案を決め、上記の観点を

もとに何 につ いて考え た り、調べ た

りするのか具体的に発表する。他の

*生 徒の相互支援 生 徒 はその事 につ いて5WlHの 観 *発 表者 に対 して ア ドバ イスが

点か ら別の考えがあれば発表する。 で きたか。(評 価)

発表者 はア ドバ イスを 自分の ワーク (方法:発 言 した生徒の数を

シー トに記入 し、課題 決定の参考 に 記録)

す る。

ま
*各 自の課題案の確認 各 自ア ドバ イスを取 り入 れ るか どうか *課 題案の共有化をする。

と
*授 業の感想

を検討 しなが ら課題案を決定 を し、ワー

クシー トに記入 し提 出す る。

(支援)(方 法:次 回の授業

で生徒全員の課題案を発表 し

あ た り、 または掲示 したりす る)

⑥ ワー ク シー ト 『課 題 に つ い て考 え よ う」

前 回 の授 業 で選 ん だ関 心 の あ る項 目ベ ス ト3(そ の 後 自分 で 別 の キ ー ワ ー ドを 見 っ け た人

は そ れ で もよ い)に っ い て そ れ ぞ れ 「だ れ が」 「何 を」 「いっ」 「ど こで」 「な ぜ 」 「ど うや っ

て ・ど う した ら」 とい う観 点 か ら不 思 議 に思 った り、 調 べ て み た り、 考 え て み た い こと をで

きる だ け た く さん書 こ う。 そ れ を も とに 自分 が 『総 合 的 な学 習 の 時 間』 に考 え た り、 調 べ た

り、 体 験 した りす るテ ー マ(課 題 案)を1っ 決 め て 発 表 しよ う。 前 回 の ベ ス ト1以 外 の ベ ス

ト2や ベ ス ト3か ら決 め て もか ま い ま せ ん。

ベ ス ト1 ベ ス ト2 ベ ス ト3

「だれ」

「何 を」

「いつ 」

「ど こで」

「なぜ」

「ど うや って ・ど う した ら」

私 の課 題 案 テ ー マ r 」 にっ いて
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4「 総 合 的 な学 習 の 時 間」 指 導 案③

(1)単 元 「課 題 の追 究 」

② 単 元 設 定 理 由

生 徒 が 見 つ け た課 題 に つ い て そ の追 究 方 法 や 発表 の方 法 を考 え、 追 究 の見 通 しを もつ こ と

が で き るよ うに す る。

(3)本 時 の ね らい

① 様 々 な追 究 の方 法 が あ る こ とを理 解 す る。

② 自分 の課 題 に っ い て の追 究 の方 法 、 発 表 の方 法 を考 え発 表 す る。

③ 他 の生 徒 の意 見 を参 考 に、 各 自の追 究 の方 法 を決 定 す る。 生 徒 に よ って は再 度 、 課 題 追

究 案 を検 討 す る。

(4>準 備 す る もの

① 活 動 計 画 カ ー ド(マ グネ ッ トっ き)… … 生 徒 が 決 定 した 課 題 を追 究 した り発 表 す る た

あ に は様 々 な方 法 が あ る こ とを知 り、 ま た 自分 の課 題 追 究 、 発 表 に は ど の方 法 が よ い の か

考 え させ る た め に使 用 。

璽 イ ・ターネ ・ ト イ ・タ・・--%tl-】[i璽]1観 察 ・記録1[圏 厘 図

匡[唖][壁 新聞]「T]コ ンピュー タを使 って[圃

② ワー ク シー ト 『課 題 の追 究 の方 法 を学 ぼ う」

(5)本 時 の展 開 「課 題 追 究 」

*学 習目標の説明

*「 課題の追究の方法

を学ぼう」

1課題追究方法1

1発 表 方 法1

学習活動(予 想 される生徒の反応)支 援上の留意点(評 価の観点)

*練 習課題(ワ ーク シー ト)に つ いて

グル ープで、その調査方法、発表の

方法 にっ いて話 し合 い、 カー ドを黒

板 に掲示す る。

(予想 される生徒の反応)

*本 時間のね らい、流れ にっ い

て教師が説明 をす る。

*教 師 は同 じ課題で も色 々な追

究の方法が ある ことを気付か

せ る。

*様 々 な追究 の方法が ある こと

を学べ たか。(評 価)

(方 法:発 表 され た異 なる追

究 方法の数を記録)

1グ ループ111グ ループ211グ ループ31

図 書 館

イ ン ター ネ ッ ト

見学

体験

実験 ・観察

壁新聞

展示

イ ンター ネ ッ ト

イ ンタ ビュー

実 験

ア ンケ ー ト

壁新聞

ビデオ
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*自 分の課題追究案 に *各 自で次の項 目について追究案を発 *① はチ ョークで記入

っいて考え、 発表 す 表す る。 *自 分 の課題 にっ いて その追究

展 る 。 ①自分の決定 した課題 の方法や発表方法に見通 しを

②調査の方法 ③発表の方法 もっ ことがで きたか。

(評価)(方 法:巡 回 した り

*生 徒の相互支援 *他 の生徒は追究や発表方法にっいて 発表を記録)

質 問やア ドバイスをす る。 *発 表者 に対 して ア ドバ イスを

開 す ることがで きたか。

(評価)(方 法:発 言 した生

徒の数を記録)

ま
*各 自の課題の追究計

画の確認

*各 自ア ドバイスを取 り入れるかどう

かを検討 しなが ら課題追究の計画決

*(支 援)(方 法:追 究方 法 で

困 ってい ることを質 問 カー ド

と 定 を し、 計画表(ワ ー クシー ト)に に書いて掲示 しその答えがわ

*授 業の感想 記 入 し提 出す る。 か る生徒 は回答 カー ドで答え

あ る)

(6) ワー ク シー ト 『課 題 の追 究 の方 法 を学 ぼ う』

練習 次の事柄についてグループで話し合いその結果を黒板で発表 しよう。

Aさ んは 「わたしの住んでいる町」の授粟で次のように連想 しま した。

Aさ んの連想 わたしの住んでいる町→畑→大根→青首大根

そ して自分の課題案を考える時聞ではさらに次のように考えました。

*大 根はどうやって作るのだろう?

*な ぜ大根は白いのだろう?

*な ぜ脅首大根は上のところが縁色なのだろう。

ホ青首大根以外の大根にはどんな種類があるのだろう?

*そ れぞれの大根で味は違 うのだろうか?

傘大根を使った料理にはどんなものがあるのだろうか?

①上のAさんが不思議に感じたことをどうやって追究しますか。

A図 書館で調べるBイ ンターネットで調べるCイ ンタビコ.一で確める

Oア ンケートで確めるE実 験で硫めるP観 察 ・記録で確める

G体 験 して確めるe見 学して確める

②Aさ んが考えたことや、調べたことを次のどの方法で発表 しますか。

A印 刷物で発表するB槙 造紙新聞を使って発表するCビ デオを使って発表する

Dコ ンピューターソフトを使って発表するE展 示する

r自分の課題追究計画案をたてよう」
自分の課嬉について次の項 目に従って整瑳 してみ よう。

臼分の闘i)に ついて

鰯べようとし・いること1

「

i

i

追航 法1具 働 ・幟 調ぺたり偲 したりする考えよう

殿勲 蟹ぺる1

イ ・夕一ネ ・トで劉ぺる1

ア・ケートで勘 る1

購 して勘 る1

隙 して融 る1

実験で確める

頴察・記鯨で確める

インタビューで確める

発表方法 どの発表方法を岨み合わせるか考えよう

印刷物で

棋造蔽響聞を使って

ビデ腔 使・てi

コンピューターを飾 て1

跡輔1

自分の課題追究案について友達から質聞された りア ドパィスを受けたことをメモ し

xう 。受け入れてもよいアドバイスがあれば上の㎜ 追究案につけ加えよう。
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W成 果と課題

国 際 化 ・情 報 化 ・少 子 高 齢 化 を は じめ、 激 しい変 化 を迎 え て い る 日本 社 会 。 しか し、 未 来

を担 う子 ど もた ちを 育 て て い る中学 校 は、 希 薄 な 人 間 関係 、 社 会性 の不 足 、 学 習 意 欲 の 低 下

な ど様 々な 問 題 に直 面 して い る。 ゆ え に、学 校 生 活 の 大半 を 占め る授 業 は、 子 ど もに と って

魅 力 的 で 分 か りや す く充 実 した もの に しな けれ ば な らな い。 特 に、 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」

で は、 「生 き る力 」 を は ぐ くむ た め に、 自 ら課 題 を見 っ け、 自 ら学 ぶ 学 習 活 動 を 通 して 、 学

び方 や もの の 考 え方 を 身 に付 け る こ とが 期待 され て お り、 生 徒 の学 習 意 欲 を高 め る こ とが そ

の学 習活 動 にお い て重 要 とな る。

私 た ち は研 究 を ス ター トさせ るに あ た り、 各 学 校 で試 行 段 階 に あ る 「総合 的 な学習 の時 間」

に っ い て の不 安 や悩 み を 出 し合 った。 そ の過 程 で、 「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 捉 え 方 に そ れ

ぞ れ違 い が あ る こ とが わ か って きた。 そ こで、 「総 合 的 な学 習 の 時 間 」 の 先 進 校 に お け る取

り組 み を参 考 に、 教 科(合 科 を含 む)、 選 択教 科 、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の違 い を明 らか に

す る こ とを試 み た。 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 の ね らいを達 成 す るた め に は、 まず 、 各 学 校 に

お い て教 職 員 が 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 にっ いて の共 通 認 識 を もち、 学 年 の 枠 を越 え た全 校

的 な視 野 で の体 制 づ く りを し、 教 科 の壁 を取 り払 う意 識 改 革 が 重 要 で あ る と考 え た 。 次 に、

生 徒 の主 体 的 な学 習 活 動 を引 き出 す た め に は、 ガ イ ダ ンスの 機 能 の 充 実 が 必 要 で あ る と い う

認 識 を もっ た。 そ して 、 これ らの 実 践 に よ り ス ム ー ズ な学 習 の 導 入 ・展 開 が 可 能 に な る と い

う考 え に至 っ た。

主 体 性 重 視 型 の 「課 題 の 発 見」 の 授 業研 究 で は、生 徒 に 自由 な発 想 を させ、 そ こか ら各 自

の課 題 を 見付 け させ る と い う支援 を試 み た。 特 に 、生 徒 が これ か らの 「総合 的 な学 習 の時間」

に対 して も興 味 や期 待 を抱 くよ うに、 「教 え 込 み か ら支 援 へ 」 と い う意 識 で 授 業 を構 成 した。

そ の結 果、 意 欲 的 な姿 勢 を も った生 徒 が多 くみ られ、 な か に は、 「1時 間 の 授 業 が 短 く感 じ

た」、 「教 科 の授 業 と違 い、 頭 の 中 の知 識 を全 部 出 し尽 く した」 とい う感 想 を も った生 徒 もい

た。 この こ とか ら、 ガ イ ダ ンス の機 能 の充 実 が 学 習 意 欲 の向 上 に有 効 で あ る と実 感 で き た。

課 題 性 重 視 型 で は、 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 を ス タ ー トさせ る に当 た り、 さ ら に 、 探 究 心 を

駆 り立 て る イ ンパ ク トの あ る場 面 を設 定 し、 生 徒 の気 持 ちを っ か む こ とが 重 要 で あ る と考 え

る。 いず れ の 形 態 にお いて も 「総 合 的 な学 習 の 時 間 」 の ね らいが 生 徒 一 人 一 人 に実 現 さ れ る

よ うに、 常 に 「総 合 的 な学 習 の 時 間 」 の 質 を 高 め る努 力 を 重 ね て いか な けれ ば な らな い。

今 回 の 研究 を通 して 、 私 た ち は、 「総 合 的 な学 習 の時 間 」 の充 実 が 各 教 科 を 充 実 さ せ 、 各

教 科 の 充実 が 「総 合 的 な学 習 の 時 間」 を 充実 させ るの で はな いか と い う手 が か りを得 る こ と

が で きた。 これ か ら は、 各教 科 の基 礎 ・基本 の 徹 底、 選 択 教 科 の拡 大 ・充 実 、 さ らに 、 「総

合 的 な学 習 の時 間 」 と道 徳 や特 別 活 動 との連 携 の あ り方 を 検討 す る こ とが 課 題 と な って くる

もの と思 わ れ る。 ま た、 評 価 に 関 して も、 自 己評 価 、 相 互 評 価、 教 師 の評 価 、 外 部 か らの 評

価 の あ り方 を探 り、 生 徒 が 課 題 を発 見 した り追 究 す る過 程 を重 視 で き る評 価 を 充 実 す る必 要

が あ る。 今 回 の研 究 成 果 に基 づ き、 新 た な課 題 の発 見 へ と導 く評 価 の あ り方 を研 究 す る こ と

に よ って、 生 徒 の学 習 意 欲 の維 持 ・促 進 を図 る こ とが で きる で あ ろ う。
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